職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
消防本部の救急隊員として◯年間、年間出動件数約◯件の署に所属し、通報受信後の出動から現場観察・処置、医療機関への引継ぎまでを担当してまいりました。高齢者施設からの要請と幹線道路の交通事故が多い管内で、心肺停止・重症外傷症例を含む年間◯件の出動に対応し、医師の指示下で特定行為を実施しています。引継ぎ時に伝える情報の順序を隊内で統一し、病院到着後のやり取りを短縮する取り組みも進めてきました。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：管轄人口約◯万人・年間出動件数約◯件の消防本部（救急隊◯隊体制）
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：救急救命士
【担当業務】
・救急隊員として出動指令の受信から現場での観察・処置、医療機関への搬送・引継ぎまでを担当
・心肺停止・重症外傷・急病症例において、医師の指示下で特定行為（静脈路確保・薬剤投与・血糖測定等）を実施
・救急活動記録の作成とウツタイン様式に基づく記録の整理、事後検証資料の準備
・救急車両および資器材の日常点検、感染防止対策と使用後の消毒・補充管理
・新人隊員への同乗指導と、署内での症例を用いたシミュレーション訓練の企画・運営
【実績】
・年間◯件の出動に対応し、隊内で使用していた引継ぎ様式を観察所見・処置・経過の順に整理し直したところ、病院到着から引継ぎ完了までの流れが安定し、記録の記入漏れも減少
・月1回の症例検討会を◯年間主催し、心肺停止症例の役割分担手順を書面化。訓練後のアンケートで参加隊員の◯割から「現場での確認事項が明確になった」との回答を得た


■活かせる経験・知識・スキル
・医師の指示下での特定行為（静脈路確保・薬剤投与・血糖測定）および気道確保・人工呼吸の実施
・12誘導心電図の装着とモニタリング、SpO2・血圧等バイタルサインの継続観察
・バックボード・頸椎カラー等を用いた外傷傷病者の固定と搬送
・救急活動記録システム・消防指令システムの操作、事後検証用データの集計
■資格
・救急救命士免許（20XX年3月取得）
・ICLSプロバイダーコース修了（20XX年X月）
■自己PR
限られた情報から傷病者の状態を整理し、次の行動を決めて隊員に共有する現場統制が強みです。心肺停止症例では役割分担を声に出して確認しながら処置と搬送準備を並行させ、オンラインメディカルコントロールへの報告内容を事前に組み立てることで、指示受けまでのやり取りを滞らせないよう努めてきました。貴組織でも、隊としての判断の共有と医療機関への的確な情報伝達を軸に、現場活動の質を安定させることに貢献したいと考えております。
以上
